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　注1：糖尿病を伴う脳梗塞患者の抗血小板療法に関してはp103を参照。

●エビデンス

　糖尿病は、脳梗塞発症のリスクを 2～ 3倍高くする独立した危険因子であり、欧米の研

究では、糖尿病における脳卒中の相対危険度は男性1.8倍～2.2倍、女性2.2倍である1、2）（Ⅱb）。

一方、本邦の久山町研究では、耐糖能異常における脳梗塞発症の相対危険度は男性1.6倍、

女性3.0倍と女性で有意に高い3）（Ⅱb）。

　一方、糖尿病では脳梗塞の再発率も高いと考えられるが、実際に本邦でもそれが確認さ

れた4）。糖尿病への治療的介入による脳梗塞の再発予防の効果はPROactive（PROspective 

pioglitAzone Clinical Trial In macro Vascular Events）研究によりはじめて明らかにされ

た。血管疾患を有する高リスクの 2型糖尿病患者5,238症例を対象に、インスリン抵抗性

改善薬ピオグリタゾン治療のRCTが行われ、全死亡および脳卒中を含む血管イベントの発

生を有意に抑制することが証明された5）（Ⅰb）。PROactiveのサブ解析（PROactive 04）では、

脳卒中既往のハイリスク群では、HbA1cを指標とした血糖コントロールが比較的良好な

群で、脳梗塞再発率が低いことも明らかにされた6）（Ⅰb）。
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推　奨

1． 脳梗塞の再発予防に血糖のコントロールが推奨される（グレードC1）。

2． インスリン抵抗性改善薬のピオグリタゾンによる糖尿病の治療は、脳梗塞の再

発予防に有効である（グレードB）注1）。

4． 脳梗塞慢性期脳梗塞慢性期
Ⅱ．脳梗塞・TIA

　．脳梗塞再発予防（抗血小板療法、無症候性脳梗塞を除く）

　　糖尿病
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